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予
は
地
質
皐
を
専
攻
し
た
者
で
・泣
い
が
、
下
北
半
島
は
生
物
分
布

上
南
方
系
生
物
の
北
限
を
た
し
て
居
る
関
係
上
、
サ
ル
や
渡
鳥
の
調

査
を
す
る
た
め
に
大
正
十
年
の
頃
か
ら
、
佐
井
、
恐
山
、
尻
屋
、
尻

努
乃
至
は
大
湊
等
に
都
合
六
回
も
出
張
し
ま
し
た
、
そ
の
都
度
と
の

牟
島
の
地
.
質
は
一
風
商
白
い
特
徴
が
あ
る

E
K
気
が
つ
い
て
、
岩
石

や
鎖
物
を
蒐
め
て
見
ま
し
た
ら
暮
々
全
半
島
に
わ
た
っ
た
地
質
上
の

知
識
を
得
る
様
に
た
り
ま
し
た
。
か
う
し
て
る
間
に
地
質
専
攻
の
荒

川
教
識
が
本
校
に
就
任
さ
れ
た
の
で
、
同
氏
に
質
し
て
大
に
蒙
を
啓

く
所
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
今
回
表
題
の
様
左
記
事
を
極
簡
暮
に
述

べ
さ
し
て
頂
き
ま
す
。
地
質
問
を
附
け
て
設
明
を
活
か
し
度
い
の
で

す
が
、
要
塞
法
規
K
燭
れ
で
は
と
考
慮
す
る
所
も
あ
り
ま
し
て
、
添

聞
は
取
止
め
無
附
聞
の
記
事
に
致
し
ま
し
た
、
何
卒
自
分
の
地
質
闘

を
紛
失
し
た
心
算
で
讃
ん
で
頂
き
ま
す
。

下
北
半
島
の
地
質
研
究
に
閲
す
る
文
献
は
二
、
=
一
あ
り
ま
す
が
、

主
た
る
も
の
は
佐
藤
停
減
氏
ハ
大
正
五
年
地
質
皐
雑
誌
第
十
一
一
蹴
)

の
西
部
半
島
の
地
質
を
研
究
し
た
も
の
と
、
そ
の
後
同
氏
に
よ
っ
て

出
来
た
地
質
調
査
所
出
版
の
青
森
服
地
質
問
(
下
北
半
島
全
部
あ
る
)

が
あ
る
、
犬
正
八
年
京
道
信
弐
郎
氏
が
青
森
照
博
物
誌
と
題
し
た
郷

土
的
の
も
の
も
あ
る
ハ
青
森
防
相
教
育
舎
報
〉
と
れ
は
下
北
半
島
の
中

特
に
恐
山
と
安
部
城
鎖
山
の
地
質
に
就
て
力
説
し
た
も
の
で
あ
る
。

昭
和
六
年
に
は
小
久
保
清
治
博
士
(
外
二
名
)
の
研
究
さ
れ
た
恐
山

湖
の
報
告
(
粛
…
勝
報
恩
命
日
時
報
第
五
十
九
競
)
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
宇

郷
土
敬
育
上
か
ら
眺
め
穴
下
北
牛
島
の
地
質

島
全
部
を
警
か
れ
た
も
の
は
通
俗
な
も
の
で
ま
だ
見
附
か
ら
な
い
、

さ
れ
ば
予
は
該
キ
烏
全
部
に
渉
っ
た
地
質
事
項
を
書
い
て
見
る
の
で

あ
り
ま
す
、
間
違
っ
て
る
黙
は
後
日
訂
正
致
し
ま
ず
か
ら
何
卒
ニ
慣

し
て
下
さ
い
。(ー)

下
北
竿
島
の
j-lJl 
質
ヰ目
概
要

該
牟
島
は
賓
地
踏
夜
を
し
て
見
る
と
、
地
居
の
褒
達
費
遜
欣
態
に

よ
っ
て
大
億
二
医
に
別
け
る
と
と
が
出
来
ま
ず
か
ら
、
予
は
大
湊
町

の
大
平
か
ら
津
軽
海
峡
の
大
畑
村
迄
の
問
を
仮
想
直
線
に
よ
っ
て
東

西
閉
院
に
分
ち
、
そ
の
西
部
を
斗
南
奮
院
そ
の
東
部
を
斗
南
新
開
と

名
つ
け
で
説
明
致
し
ま
す
、
と
の
新
奮
闘
慌
の
名
稽
は
該
半
島
隆
起

成
生
の
新
奮
を
意
味
さ
せ
度
ひ
と
云
ふ
結
か
ら
起
っ
た
の
で
、
地
質

皐
の
敬
ふ
る
所
に
よ
る
と
奮
寵
(
大
一
度
、
大
畑
、
風
間
村
、
犬
奥
、

佐
井
、
川
内
、
脇
ノ
津
等
の
町
村
)
は
第
=
一紀
の
終
末
ハ
約
一
子
高
年

前
〉
に
起
っ
た
地
殻
T

八
日
現
動
の
結
果
出
来
上
が
っ
た
の
だ
が
、
新
医

ハ
田
名
部
、
来
週
の
町
村
〉
は
第
問
紀
の
初
頃
起
っ
た
犬
費
動
に
よ

り
、
津
軽
海
峡
や
日
本
海
等
が
陥
浸
し
て
出
来
た
時
に
隆
起
し
た
も

の
だ
と
さ
れ
て
る
か
ら
と
の
名
稀
を
つ
け
た
の
に
過
ぎ
ま
せ
ん
か
ら

骨
さ
ん
が
と
れ
を
保
則
し
な
く
と
も
よ
し
又
別
の
名
目
で
取
扱
っ
て

も
一
向
差
支
御
座
い
ま
せ
ん
。

)¥ 



郷
土
敬
育
上
か
ら
眺
め
穴
下
北
宇
島
の
地
質

=
‘
斗
南
奮
匿
の
地
質

斗
南
奮
院
は
下
北
半
島
の
主
部
で
恐
山
噴
火
の
結
果
、
大
部
分
火

山
岩
の
系
統
で
有
閉
鎖
物
に
官
み
、

E
っ
そ
の
西
部
海
岸
に
は
海
蝕

を
受
け
た
結
果
、
断
涯
に
宮
み
脊
山
科
怪
石
に
よ
る
名
勝
も
少
く
た
い

と
れ
か
ら
部
分
的
に
設
明
致
し
ま
す
。

先
づ
大
湊
の
川
守
、
守
田
の
背
商
か
ら
北
方
犬
畑
村
の
小
目
名
へ

か
け
て
不
規
則
に
う
ね
っ
て
延
び
た
火
山
措
屑
が
あ
っ
て
前
記
新
奮

雨
斗
南
直
の
境
界
を
示
し
て
居
る
、
大
平
か
ら
川
内
を
経
て
宿
野
漫

に
至
る
沿
岸
部
落
の
一
帯
は
第
問
紀
古
居
洪
積
地
で
、
海
演
は
第
四

紀
新
居
沖
積
で
あ
る
。
川
内
川
を
上
っ
た
下
小
倉
平
、
上
小
倉
干
の

川
昨
は
一
帯
沖
積
地
か
ら
成
っ
て
居
る
。
犬
問
、
奥
戸
、
蛇
浦
、
安

部
城
、
銀
杏
木
、
腕
崎
、
蛸
田
等
は
第
=
一
紀
居
が
よ
く
褒
達
し
、
大

間
か
ら
黒
隈
石
が
殻
見
さ
れ
安
部
城
に
は
金
、
銀
.
銅
の
州
る
鎖
山

が
あ
る
.
川
内
か
ら
同
鎖
山
花
行
く
塗
中
馬
車
銭
道
に
沿
う
て
る
所

に
は
凝
友
岩
と
砂
岩
が
露
出
し
て
る
。
銭
山
附
近
は
磯
山
石
、
頁
岩
多

く
露
天
掘
を
し
た
附
近
に
よ
く
現
は
れ
て
居
る
。
そ
し
て
安
山
岩
は

熔
岩
流
と
し
て
地
表
を
被
ひ
、
石
英
粗
商
岩
は
第
=
一
紀
唐
を
貫
い
て

塊
欣
を
た
し
て
居
る
、
と
L

の
鎖
床
は
第
=
一
紀
唐
を
貫
い
て
遊
殻
し

た
石
英
粗
面
岩
と
黒
鎖
と
の
交
代
銭
床
(
岩
石
の
一
部
が
有
用
鎖
物

で
置
換
さ
れ
て
出
来
た
も
の
)
で
あ
る
。

岡
山
か
ら
出
る
主
要
鎖
石
は
黒
鎖
と
云
ふ
も
の
で
、
分
析
表
を
見

一
入

る
と
金

0
・
0
0
0
二一一

μ、
銀
0
・
0
一
八

μ、
銅
一
一
・
コ
一
%
、

亜
鉛
二
一
・
八
七
%
6
.
鉛
一
一
・
問
。

μ、
銭
一

0
・
八
七
，
%
、
経
政

五
・
一
一
一
，
%
¥
楽
土
一
一
一
・
o
=
一

μ、
硫
酸
バ
リ
ウ
ム
=
一
九
・
一
一

O

%
、
硫
黄
一
二
・
五

Oμ
あ
る
と
た
っ
て
居
る
、
叉
阿
山
か
ら
出
る

賞
銭
鎖
に
は
五
角
十
二
面
健
の
結
昌
を
な
し
て
る
も
の
も
少
く
・
泣
い

イ

コ

タ

7

・
次
に
釜
伏
山
.
恐
山
、
朝
比
奈
岳
、
易
閣
問
、
桑
畑
、
二
ツ
家
、
石

倉
津
、
永
下
、
下
風
呂
、
赤
川
、
鈎
犀
潰
.
二
枚
梧
、
燈
岳
、
黒
森

都
市
研
等
同
奮

.R
の
宇
都
は
郡
石
安
山
岩
で
、
そ
の
間
諸
所
に
石
英
安

山
岩
、
角
閃
安
山
岩
が
遊
殻
し
て
居
る
、
そ
し
て
築
研
に
は
温
泉
が

湧
出
し
て
居
る
。

恐
山
の
外
輪
山
ハ
小
笠
山
、
丸
山
、
大
霊
山
、
北
園
山
、
扉
風
山
)

は
輝
石
安
岩
山
で
、
下
部
の
噴
火
口
附
近
は
石
英
安
山
岩
と
石
英
粗

商
岩
か
ら
・
及
。
て
居
る
、
恐
山
湖
の
北
方
は
今
筒
多
く
の
硫
気
噴
気

孔
が
あ
る
た
め
に
草
木
は
全
然
生
え
て
居
泣
い
、
と
れ
は
他
の
側
の

綾
濃
く
茂
て
る
所
と
比
較
し
て
見
る
と
商
白
い
、
と
の
附
近
の
岩
石

は
風
化
さ
れ
て
白
い
泥
土
の
桜
花
た
っ
て
居
る
一
一
.
金
川
と
謂
は
れ
る

火
口
溺
ハ
恐
山
湖
水
は
と
L

か
ら
排
水
さ
れ
後
で
正
津
川
と
た
っ
て

津
軽
海
峡
に
注
ぐ
)
を
始
め
、
銭
之
川
原
、
剣
之
山
、
血
之
池
、
畜

生
道
等
所
詰
八
大
地
獄
や
、
温
泉
(
花
染
湯
、
薬
師
湯
、
冷
抜
湯
、

注
目
瀧
湯
、
新
瀧
湯
等
)
が
湧
い
て
居
句
の
。
恐
山
湖
の
北
岸
約
四
百
五

十
米
伎
の
所
は
石
英
粗
商
岩
の
分
解
し
て
出
来
た
石
英
粒
の
白
い
砂

演
で
俗
に
と
れ
を
極
楽
の
演
と
名
づ
け
て
居
る
、
叉
剣
の
山
と
云
ふ



の
は
寺
院
の
附
近
に
あ
る
、
石
英
粗
岡
山
石
が
天
水
の
作
用
で
出
来
た

銃
岩
が
岐
立
し
て
る
も
の
で
あ
る
、
血
之
池
と
云
ふ
の
は
下
等
藻
類

の
繁
茂
し
て
る
た
め
に
水
は
血
の
中
に
婦
人
の
髪
の
毛
が
混
じ
っ
て

る
様
に
見
え
て
る
の
で
薄
気
味
が
悪
い
。

恐
山
澗
は
カ
ル
デ
ラ
湖
で
湖
沼
椋
識
の
愛
則
湖
中
の
酸
祭
養
湖
に

屡

ιて
る
の
で
飴
り
他
に
例
が
な
い
、
小
久
保
博
士
一
行
の
昭
和
六

年
八
月
中
旬
に
調
査
し
た
報
告
に
よ
る
と
、
水
色
は
フ
ォ
ー
レ
ル
氏

水
色
標
準
液
の
第
五
披
(
緑
色
湖
)
透
明
度
一
五
・

O
忙
し
て
底
よ

り
も
大
、
水
温
は
夏
季
底
迄
嬬
氏
二

O
度
に
達
し
、
溶
解
性
酸
素
は

底
迄
飽
和
し
、
湖
の
北
方
に
あ
る
温
泉
地
帯
の
水
が
注
が
れ
る
震
に

水
質
は
問
(
水
素
イ
オ
ン
濃
度
)
=
…
・
六
乃
至
=
一
・
七
で
強
酸
性
を

呈
し
て
居
る
、
そ
れ
に
も
拘
ら
や
ノ
辺
5
2
1
H巳
g
と
稀
す
る
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
が
津
山
棲
ん
で
居
る
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
一
般
の
水
梼
動
物

は
非
常
に
少
く
ザ
リ
ガ
一
一
を
岸
の
方
で
時
々
見
た
と
と
が
あ
る
、
湖

中
の
魚
類
は
只
ウ
グ
ヒ
一
一
部
居
る
ば
か
り
だ
が
、
酸
性
の
水
に
生
活

し
介
結
果
骨
が
軟
か
で
あ
る
と
と
は
カ
ル
シ
ウ
ム
生
成
上
面
白
い
事

で
あ
る
。

湖
畔
に
は
硫
黄
は
少
ら
や
出
る
が
枇
素
を
微
量
に
含
ん
で
る
の
は

欠
黙
と
さ
れ
て
居
る
、
今
の
鳥
の
棒
、
泉
津
等
は
産
地
で
唐
の
厚
い

所
は
一
・
八
米
乃
至
問
米
位
に
達
し
て
る
、
と
L

の
硫
黄
の
成
因
は

硫
黄
細
菌
が
硫
化
水
素
を
含
ん
で
る
水
中
民
生
活
し
、
と
の
硫
化
水

素
を
自
鰻
に
吸
牧
し
て
硫
黄
の
頼
粒
を
遣
っ
た
結
果
出
来
た
も
の
で

郷
土
敬
育
上
か
ら
眺
め
ゃ
ん
下
北
半
島
の
地
質

あ
る
。
又
と
の
附
近
に
は
雄
十
一
民
(
枇
索
の
原
鎖
)
も
出
る
が
結
品
を

な
し
て
る
も
の
が
左
い
、
向
湖
畔
か
ら
多
量
一
の
砂
銭
も
採
れ
る
し
、

塞
之
川
原
と
合
戦
地
獄
と
ゐ
聞
か
ら
確
華
即
ち
木
之
薬
石
(
化
石
で

・
泣
い
)
が
後
見
さ
れ
る
の
で
有
名
と
な
っ
て
居
る
.
(
中
等
程
度
の
鋳

物
教
科
書
に
挿
聞
に
さ
、れ
て
居
る
)
昨
年
の
如
き
は
蝶
の
詰
華
が
見

つ
か
っ
た
そ
う
だ
が
、
と
れ
は
九
州
か
ら
来
た
人
に
貨
は
れ
た
と
云

ふ
の
で

E
鎧
を
見
粂
ね
た
事
を
残
念
と
し
ま
す
。
恐
山
か
ら

E
津
川

に
な
る
初
め
の
部
分
(
火
口
溺
附
近
)
で
大
川
街
道
に
沿
う
僅
か
ば

か
り
の
部
分
は
角
閃
安
山
岩
で
あ
る
が
、
下
風
呂
、
赤
川
、
木
之
部

に
跨
れ
る
小
部
分
に
も
同
じ
岩
石
が
現
は
れ
て
居
る
。
，
ャ
引
に
同
市
内
の

西
部
大
半
は
石
英
粗
商
岩
で
あ
る
が
原
路
城
、
片
貝
の
東
側
(
暮
々

楕
凶
形
)
磯
谷
、
長
後
ハ
佐
井
川
水
源
そ
含
む
)
縫
道
石
山
の
南
山

麓
(
畑
、
牛
瀧
聞
の
林
遣
を
狭
ん
で
長
楕
問
形
に
)
等
に
秩
父
古
居

が
現
は
れ
て
居
る
。

湯
川
は
第
=
一
紀
居
で
温
泉
が
あ
る
、
そ
の
北
方
朝
比
奈
岳
の
麓
に

接
す
る
川
畔
は
沖
積
地
で
、
武
士
泊
の
北
方
と
稿
浦
山
の
北
東
に
は

班
矯
岩
、
原
田
川
の
雨
岸
と
材
木
村
に
近
い
所
、
矢
越
、
佐
井
川
の

東
西
に
は
粒
欣
安
山
岩
(
愛
朽
安
山
和
)
柄
浦
山
、
縫
道
石
山
、
稲

浦
、
長
後
の
中
聞
に
は
石
英
閃
絞
岩
が
あ
る
。
縞
浦
に
は
銅
を
産
す

る
鎖
山
が
あ
っ
て
、
そ
の
鋳
床
は
花
山
問
先
と
十
日
生
活
の
石
次
表
と
の

接
燭
し
た
も
の
で
、
陽
起
石
や
荒
銭
'
競
も
出
ま
す
、
材
木
の
海
岸
に

は
輝
石
安
山
岩
の
柱
欣
節
が
見
事
に
貫
墨
し
、
地
方
人
は
屋
根
石
と

一
入
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郷
土
敬
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上
か
ら
眺
め
れ
下
北
宇
島
の
地
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呼
ぴ
屋
根
の
上
に
置
き
、
展
根
の
吹
き
飛
ば
さ
る
L
を
防
、
ぐ
に
用
ひ

て
居
る
。
佐
井
の
大
部
分
は
班
糖
岩
で
水
品
も
玉
髄
も
出
・
る
、
脇
之

津
の
大
部
分
は
輝
石
安
山
岩
で
九
映
泊
に
は
集
塊
岩
が
多
く
、
採
掘

し
て
建
築
別
に
販
資
し
て
居
る
、
九
映
泊
石
と
呼
ば
る
L
も
の
こ
れ

で
あ
る
、
脇
・
之
津
附
近
に
は
粒
欣
安
山
岩
に
帥
欣
石
次
の
粒
を
混
じ

て
る
石
(
方
言
子
持
石
)
が
出
る
。
踊
浦
沿
岸
一
帯
は
石
英
粗
岡
山
石

質
凝
次
岩
で
陥
浸
し
て
小
湾
を
左
し
て
居
る
。
南
北
約
三
百
米
飴
海

に
沿
う
て
二
つ
の
大
き
危
岩
が
あ
る
、
そ
の
一
つ
は
一
ツ
悌
ハ
坐
締

法
師
の
僚
に
物
価
仰
す
)
他
の
一
つ
を
夷
併
(
悌
壇
の
形
に
似
て
る
〉

と
名
づ
け
、
浸
蝕
に
よ
っ
て
殆
ん
ど
彫
刻
し
て
五
色
に
彩
ら
せ
た
絞

に
た
っ
て
居
る
、
と
の
外
に
犬
小
様
々
の
奇
石
崖
下
に
白
紙
列
し
て
仰

い
だ
り
、
臥
し
た
り
し
て
る
も
の
あ
れ
ば
、
斜
に
屈
ん
だ
り
直
立
し

て
る
校
友
高
校
の
形
し
て
る
も
の
も
あ
っ
て
、
一
度
と

L
K
上
陸
し

蒼
海
と
相
配
し
て
眺
め
左
ば
批
快
無
慮
の
感
が
湧
い
て
来
る
。
世
俗

と
与
を
悌
ケ
宇
陀
(
ウ
グ
と
は
演
の
義
左
る
ぺ
し
)
と
呼
び
み
ち
の

く
の
名
勝
に
算
へ
ら
れ
て
居
る
。
と
L

か
ら
脇
野
津
に
行
く
沿
岸
に

も
集
塊
岩
の
浸
蝕
奇
岩
が
黙
々
あ
る
。
長
後
か
ら
佐
井
の
沿
岸
は
安

山
岩
の
大
塊
か
ら
・
な
っ
て
る
か
ら
通
行
に
は
困
難
で
あ
る
。

奮
古
川
域
内
に
は
鎖
山
が
多
く
川
内
部
内
に
上
記
安
部
城
錆
山
の
外

大
E
(
銅
〉
、
砥
石
川
(
銅
)
、
西
叉
(
金
、
銀
、
銅
)
、
佐
井
部
内
に
は
佐

井
(
銅
〉
、
大
佐
井
(
銀
、
銅
、
亜
鉛
)
、
長
後
m
銅
)
、
等
の
鍍
山
あ
る
が

何
れ
も
目
下
は
休
ん
で
居
る
。
叉
生
物
相
を
見
る
に
佐
井
村
一
帯
は

一
入
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サ
ル
の
棲
息
地
帯
に
し
て
、
加
之
ク
マ
も
時
々
出
浸
し
カ
モ
シ
カ
、

キ
ツ
ネ
、
タ
ヌ
キ
の
類
は
分
布
少
い
、
柄
物
は
よ
く
茂
り
森
林
深
く

ヒ

犬
部
分
溜
‘
雑
木
及
び
橋
雑
木
混
生
林
が
多
い
(
本
勝
産
ヒ
パ
は
ア

ス
ナ
ロ
と
云
ふ
べ
き
で
た
く
ヒ
ノ
キ
ア
ス
ナ
ロ
と
一
民
ふ
の
は
正
し
い

事
で
す
〉
。

三
、
斗
南
新
垣
の
地
質

斗
北
新
置
は
奮
院
の
地
質
欣
態
と
一
鑓
し
て
居
る
、
地
形
も
嬰
化

に
乏
し
く
向
車
か
ら
眺
め
て
も
幼
年
型
を
示
し
て
る
と
と
は
よ
く
判

る
、
同
院
の
六

O
，
%
位
は
新
生
代
の
第
四
紀
と
第
=
一
紀
で
あ
る
、
そ

し
て
奮
直
に
接
績
し
て
る
部
分
は
念
に
第
四
紀
古
居
洪
積
地
で
、
尻

屋
岬
に
近
い
所
迄
沖
積
と
洪
積
と
喰
込
み
上
北
郡
に
接
す
る
中
央
部

は
第
=
一
紀
唐
で
少
し
く
輝
石
安
山
岩
と
火
山
岩
塊
が
あ
る
。
沖
積
洪

積
第
三
紀
の
各
居
は
恰
も
龍
の
如
く
喰
込
ん
で
る
と
と
は
面
白
い
。

先
づ
部
分
的
に
説
明
す
る
と
大
畑
か
ら
岩
屋
迄
の
津
軽
海
峡
沿
岸
を

徒
歩
す
る
と
、
殆
ん
ど
平
地
で
第
四
紀
新
居
沖
積
地
で
あ
る
こ
と
が

判
る
、
大
平
洋
岸
も
同
様
で
上
北
郡
界
の
白
糠
、
老
部
の
沿
岸
か
ら
荒

沼
、
左
京
沼
、
赤
川
沼
.
高
沼
、
大
沼
、
姉
沼
、
姉
沼
を
経
て
尻
努

に
至
る
一
帯
は
第
川
紀
新
居
沖
積
で
あ
る
。

叉
陸
奥
湾
に
沿
う
て
る
銭
道
沿
線
か
ら
西
側
の
海
岸
一
帯
(
潰
奥

内
は
勿
論
)
沖
積
地
で
奮
直
の
境
と
た
る
大
平
に
達
し
て
居
る
、
田

名
部
沿
岸
一
帯
も
沖
積
地
で
金
谷
、
赤
川
、
女
舘
等
亦
同
様
で
あ
る
、

:
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田
名
部
の
内
問
、
.
中
道
、
海
老
川
、
寓
人
堂
及
び
大
平
、
開
板
橋
、

高
梨
、
正
津
川
、
烏
棒
、
出
戸
、
関
根
、
椛
山
、
南
椛
山
、
下
回
尻

桑
原
、
野
牛
、
石
持
等
は
第
四
紀
洪
積
居
で
桑
原
に
温
泉
が
あ
る
し
、

犬
平
の
橋
の
側
の
茶
色
を
し
た
苦
か
ら
自
然
木
炭
が
出
る
。
田
名
部

の
東
一
帯
山
地
に
な
っ
て
る
目
名
、
立
山
、
ご
又
、
砂
子
又
、
蒲
之

津
、
岩
屋
、
尻
屋
、
尻
努
、
下
回
代
、
猿
ケ
森
等
は
第
三
紀
唐
で
、

下
部
の
秩
父
古
生
居
は
諸
所
に
現
は
れ
石
友
岩
が
露
出
し
て
居
る
。

就
中
岩
屋
附
近
と
尻
屋
岬
尖
端
近
い
所
は
明
瞭
で
あ
る
、
岩
屋
の
村

端
に
あ
る
石
次
岩
居
は
板
欣
で
大
理
石
に
な
っ
て
居
る
、
村
民
は
ト

ン
ネ
ル
を
遣
っ
て
通
路
と
し
て
居
る
、
岩
屋
附
近
か
ら
尻
屋
岬
一
帯

と
尻
努
の
一
帯
に
は
秩
父
古
生
居
の
岩
石
が
道
出
し
て
居
る
.
尻
屋

燈
蚕
の
あ
る
附
近
は
閃
緑
宕
と
云
ム
岩
石
で
暗
礁
も
と
の
岩
石
で
あ

る
、
と
の
岩
石
は
尻
努
の
海
岸
に
も

E
石
と
な
っ
て
存
在
し
て
居
る

尻
努
に
は
黒
味
が
か
つ
て
石
板
石
に
似
て
る
砥
板
岩
、
牛
花
山
岡
宕
や

愛
成
岸
の
紅
簾
片
山
石
、
滑
石
片
岩
及
び
緑
色
し
て
る
一
種
の
片
岩
も

あ
る
ハ
片
岩
は
岩
屋
附
近
に
も
あ
る
〉
尻
屋
山
は
石
友
岩
か
ら
成
っ

て
る
し
、
尻
屋
岬
平
野
に
あ
る
砂
丘
に
は
桂
化
頁
岩
と
縛
す
る
飴
色

や
・
灰
色
で
介
殻
欣
断
口
の
あ
る
石
が
あ
る
、
と
の
石
で
遣
っ
た
古
代

の
矢
の
根
と
か
皮
剥
ぎ
の
様
な
色
々
の
石
器
も
掘
出
さ
れ
る
の
も
面

白
い
。野
牛
の
東
方
裏
部
の
南
方
、
姉
沼
、
犬
沼
と
の
間
に
は
安
山
岩
が

出
て
居
る
、
と
の
少
し
南
方
、
下
回
代
、
猿
ケ
森
を
細
長
く
高
沼
、

郷
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赤
川
沼
に
一
回
し
て
秩
父
古
生
居
が
現
は
れ
て
居
る
、
猿
ケ
森
か
ら
石

炭
が
少
し
出
る
の
で
研
究
に
値
し
て
居
不
。
上
北
郡
に
続
い
て
る
郡

石
安
山
山
一
利
と
火
山
岩
沈
は
牛
島
の
東
方
自
較
、
老
部
を
経
て
小
田
野

津
に
至
る
鯨
道
の
西
側
を
不
規
則
に
う
ね
っ
て
、
旧
名
部
と
の
町
村

境
界
を
少
し
く
越
へ
た
大
町
税
を
占
め
て
居
る
。
そ
の
形
は
暮
々
不

正
友
長
方
形
を
な
し
て
居
る
。
と
れ
で
大
館
下
北
半
島
全
部
の
地
質

概
設
が
終
る
の
で
あ
る
が
、
程
国
民
と
著
し
く
異
て
る
駐
は
第
一
新
直

に
新
生
代
が
多
く
、
古
生
居
が
よ
ぐ
現
は
れ
て
居
る
と
と
。
第
二
奮

院
に
は
火
山
が
あ
る
た
め
火
山
岩
が
犬
部
分
を
占
め
て
居
る
と
と
L

温
泉
と
鎖
山
が
多
い
と
と
。
第
=
一
奮
百
一
の
西
部
海
岸
に
は
裁
岩
怪
石

が
多
い
と
と
。
第
問
奮
買
は
森
林
に
官
み
新
宿
一
は
原
野
多
く
漁
地
及

び
小
沼
に
富
む
と
と
等
な
り
と
す
。

(四)

摘

要

い
、
下
北
半
島
の
地
質
は
該
半
島
の
略
々
出
・
央
部
に
於
て
、
明
瞭
に

新
奮
開
院
に
分
割
さ
れ
て
居
る
こ
と
。

仁
、
下
北
半
島
の
地
質
は
津
軽
五
郡
と
等
し
く
火
山
噴
出
物
が
庚
大

の
地
積
を
占
め
て
る
が
、
第
三
紀
居
は
上
北
、
コ
一
戸
雨
郡
に
比

べ
る
と
遥
か
に
少
い
と
と
。

色
、
下
北
半
島
の
地
居
中
か
ら
化
石
を
産
す
る
と
と
が
少
い
と
と
。

四
、
下
北
半
島
に
は
銭
山
と
温
泉
と
多
い
が
石
油
居
が
な
い
と
と
。
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郷
土
敬
宵
上
か
ら
眺
め
た
下
北
半
島
の
地
質

一
入
六

到
、
下
北
半
島
の
土
壌
が
母
岩
の
関
係
上
第
三
紀
唐
の
壌
土
が
多
く

(
且
つ
酸
性
反
感
が
強
く
て
耕
産
力
を
逗
う
す
る
と
と
が
出
来
な

い
と
と
。

【
昭
和
入
年
一
月
廿
七
日
宿
直
室
に
て
稿
す
】


